










 
研究要旨：自動車走行中に衝突時事故が起こった場合、同乗の乳幼児に対する危険は大人

よりはるかに高い。このリスクを減らすため、わが国においても 2000 年 4 月からチャイル

ドシート使用が法律に基づき義務化されることになっている。法制化前の時点でその使用

実態や親の意識について調査した。また、乳幼児の誤飲、誤食事故の第一原因であるたば

こについて、子どもの周囲の喫煙環境について現状を調査し、今後の保健所の安全育児の

指導に反映させることを意図した。 
 乳幼児の事故を防止するためには家庭で子育てする親に対して、事故についての具体的

で効果的な教育・指導が必要である。小児事故予防教室を企画し、親の事故についての理

解度を講義前後で調査し、教育的介入の評価に役立たせることを試みた。家庭ですぐに実

行出来る事を周知することが効果的であるとの結論を得た。 


